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道路メンテナンス技術小委員会の設置及び調査・検討について

【道路に関する検討体制】 【道路構造物の適切な管理のための基準類のあり方に関する調査・検討】

道路分科会

基本政策部会

道路事業評価部会

国土幹線道路部会

地方小委員会

道路ﾒﾝﾃﾅﾝｽ技術小委員会

H24.6 「道路分科会」建議中間とりまとめ

Ⅳ 具体的施策の提案
6. 持続可能で的確な維持管理・更新

・ 国や地方が管理する道路構造物について、将来の負担を軽減するため

に計画に基づき維持修繕を行うこととし、点検、診断、補修等のサイクル
を確実に進めて行くべき。

・ 維持管理にあたっては、地域特性や現況データを収集・分析し、これに
基づく的確な維持管理レベルを設定し、利用者の期待に応えることが
必要、など。

H24.12 国土交通省技術基本計画
～安心と活力のための明日への挑戦～

H24.12.2
中央道笹子トンネル天井板落下事故

道路の維持管理に関する技術基準類やその運用状況を総点検し、
道路構造物の適切な管理のための基準類のあり方を調査・検討

道が変わる、道を変える

～ひとを絆ぎ、賢く使い、そして新たな価値を紡ぎ出す～
つな つむ

H25.1 緊急提言
～本格的なﾒﾝﾃﾅﾝｽ時代に向けたｲﾝﾌﾗ

政策の総合的な充実～
（社整審交通計画審議会技術分科会技術部会
社会資本ﾒﾝﾃﾅﾝｽ戦略小委員会）

社会資本整備審議会

1



社会資本メンテナンス戦略小委員会緊急提言

中央自動車道笹子トンネル事故を契機に、これまでの「社会資本メンテナンス戦略小委員会」
での議論等を踏まえつつ、社会資本の安全性に対する信頼の確保するため、

国土交通省等が講ずべき維持管理・更新の当面の取組等について、緊急提言を実施

①「インフラの健全性診断のための総点検」等の緊急実施

②インフラの健全性等に関するカルテの整備

③インフラの健全性等の国民への公表

④長期的視点に立った維持管理・更新計画の策定

⑤地方公共団体等への支援

⑥維持管理・更新に係る予算の確保

⑦維持管理・更新に係る情報の収集・蓄積

⑧維持管理・更新をシステマチックに行うための実施プロセスの再構築

⑨組織・制度の変革と人材育成

⑩効率的・効果的な維持管理・更新のための技術開発の推進

主旨

提言の概要

「インフラの健全性診断のための総点検」等を緊急的に実施

社会資本の点検・診断等に関する考え方と仕事の仕組みの改善を図るべく、戦略的な維持
管理・更新に向けた取組を推進

可及的速やかに実施すべき諸方策

【※平成25年1月30日国土交通大臣へ手交】

（本格的なメンテナンス時代に向けたインフラ政策の総合的な充実）
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メンテナンスサイクルの構築と充実

１．メンテナンスサイクルの構築
安全安心を確保するため、点検→診断→措置→記録

→(次の点検)という維持管理の業務サイクルを通じて、
※長寿命化計画等の内容を充実し、予防的な保全を
効率的、効果的に進めるべき。

２．メンテナンスサイクルの充実
このメンテナンスサイクルを改善あるいは充実する

ために、ＰＤＣＡの考え方に基づき運用状況を評価・改善
すべき。
具体的には、メンテナンスサイクルの実施に際して、

各道路管理者により設定された管理水準の下で、収集・
蓄積した情報を分析し、技術基準類の改善や新制度・新
技術の積極的な導入等について検討し、メンテナンスサ
イクルのスパイラルアップを図るべき。

※予防的な修繕等による機能の保持、回復や耐震補強等により
求められる機能の確保を行い、施設に求められる性能を保持
する期間を延ばすための計画

反映

長 寿 命 化 計 画

充実

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
イ
ク
ル

・補修
・経過観察
・通行規制
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